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市民活動促進委員会 第５回会議要録 

２００５．１０．６（木） 

コミュニティセンターやす会議室１ 

◆開会（19 時 05 分） 

 

◆あいさつ 

（事務局）ご苦労さまです。本日の会議は、団体ヒアリングの実施状況及びアンケート調

査結果について、議論いただきたいと思います。会長お願いします。 

（志賀会長）各委員さんにおいて、団体ヒアリングの最中かと思います。また、本日は、

お疲れの時間かと思いますので、会場は９時までですが、早めに進行させていただき

たいと思いますので、ご協力よろしくお願いします。事務局からの説明をお願いしま

す。 

 

◆概要 

（事務局）本日の協議事項は、２点です。この後、班別の議論をお願いします。まず、１

点目は、団体ヒアリングの実施状況ですが、資料のヒアリング団体一覧のとおり、現

時点の各班の進捗状況を整理しています。ヒアリング実施要領では、期間は１０月末

としていますが、できる限り本月中旬を目途にお願いします。また、各委員のみなさ

んで、ヒアリング調書をご記入いただいていますが、完了次第、事務局まで提出をお

願いします。シートには団体の課題を受けて各委員のみなさんの解決に向けた提案等

をご記入いただくようになっています。事務局でとりまとめて整理したものを次回の

会議の議論のネタにしていきたいと考えていますので、ヒアリングの完了と、シート

の提出をよろしくお願いします。 

   ２点目は、市民活動実態アンケート調査報告書です。７月末から８月末にかけて実

施し、回収した結果、有効回答は５３．５％でした。この報告書案は、前回の野洲町

での報告書と比較しやすいように、前回報告書をベースに作成しています。特に客観

的なコメントを中心に掲載していますので、この後、各班で意見を出し合っていただ

きますようお願いします。全ての項目についての議論は時間も内容も困難ですので、

項目「Ｃ活動上の課題」以降について、コメントなりをいただきますようお願いしま

す。後ほど、班別にご報告ください。 

   ～「市民活動実態アンケート調査実施結果報告書案」を概略説明～ 

   なお、ご回答いただいた団体からも結果を報告されたい、という意見をいただいて

いますので、１１月１日を目途に公表したいと思います。 

また、参考として、市人権施策推進課で実施された「男女共同参画に関する市民意

識調査」について、市民活動の参加状況等の問が設定され、現在分析されているとこ

ろですが、一定の結果が判明していますので報告します。本年８月の同時期に市内１
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５歳以上の３０００人を無作為抽出されたもので、問３において、市民活動の参加に

ついて設問されています。この一年間に参加した活動、今後参加したい活動について

回答されるもので、項目は、自治会活動、ＰＴＡ活動、少年スポーツチームの指導、

趣味やスポーツ活動、地域の仲間での勉強会、環境・消費者問題等の市民活動、介護

などのボランティア活動、審議会などの活動に大別されています。そのほとんどの項

目が、本委員会では市民活動というカテゴリーとしているものです。結果は、現時点

では自治会活動が４３．３％と最も多いものでしたが、今後参加したい活動では２１．

７ポイント下げて、２１．６％となっています。また、その反面、市民活動に分類さ

れる各項目は、全て今後したい活動としてポイントが上回っています。参考としてい

ただく貴重な資料としてご報告しました。 

   それでは、各班長さんの進行でお願いします。 

   

～調査研究班による協議～ 

1.団体ヒアリングの実施状況について（班別進捗確認） 

2.市民活動実態アンケート調査結果について 

 

（志賀会長）時間となりましたので、各班の議論を一旦終了し、順次ご報告ください。 

 

（Ａ班）現在のヒアリング状況も踏まえて議論した。市緑の少年団は、市農政課が事務局

を担っており、参加者数は１１人と少ない状況にある。ＰＲ不足や事務局が行政とい

うところも問題がある。守山市では地球市民の森を活動ベースにされ、民間の指導者

により活発な活動であると聞いた。「緑」で遊ぶ、ということを知らない子どもたちが

増えており、今後の活動に期待したい。 

   旧野洲町のアンケート調査結果と比較したコメント（違い、類似性）なども掲載し

た方がよい。 

   市民の意識も共助、助け合いというものが少なくなってきていると感じられ、個人

主義が色濃く感じられ、このことは自治会活動でもみられるのではないか。 

 

（Ｂ班）男女共同参画に関する市民意識調査の結果で、自治会とＰＴＡ活動が、今後参加

したい活動としてポイントを半減した結果であるが、これらの活動はある意味、参加

が強制的な色合いが濃く、義務感があるが、市民活動は、枠にとらわれないで活動範

囲も自由度が高く、個人の意思がその活動の源力となっていることに違いがある。自

治会活動も市民活動も同様に高齢化の問題がある。また、市民活動は、やってみたい

とする個人の思いが多くある中で、実際に活動するとなると、「一人では…」と尻込み

してしまう方が多いと感じる。 

   また、市民活動アンケートでの課題の項目で、会員に関する課題では、後継者の問
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題があるが、団体の目的で違いがあると感じる。社会的な課題に対処する活動する団

体において、特に後継者の問題が多くあるのではないか。また、活動する年代で多い

のは、５０歳代であったが、働いている世代では地域に目を向ける時間と、社会経済

情勢からもその心理的余裕がないように思う。 

   また、同じ手話サークルで、世代の違う別グループをヒアリングして感じたが、高

齢のグループでは、仲間意識を中心とした活動をされているのに対して、若い世代の

グループでは、個人の資格取得を目指している方も多く、活動の世代の考え方の違い

もある。 

最後に、合併の問題の自由筆記があったが、人権、介護の団体を市になって合併し

たが、当初はやはり認識の違いが明らかであったが、その会の目的、目指すべきもの

が逆に明確に見え、誰のためになぜこの活動か、という視点で意見交換できたという

例や、別々のグループで同種の活動が互いの交流で参考になったケースもあった。そ

の他には市としてエリアが広がった分、会議など、活動範囲が広がったが、逆に交通

手段が少なく活動参加しにくい、という声も聞いた。 

 

（Ｃ班）調査結果では、会員の固定化という課題が多いが、はたして本当にそのとおりの

課題なのか、という疑問もあり、必ずしも深刻な問題ではないようにも思う。ある団

体では、気心の知れた仲間うちで楽しく活動されているところも多く見られるのでは

ないか。 

   また、同じ種類の活動での違いもあった。人形劇をすることを目的とする団体で、

一方は、新規会員も多く活発な活動だが、一方の団体では会員が固定的であった。違

いは、その活動が魅力的であると思わせるかどうか、の違いや、会員が固定的と思わ

れた団体では、会員のポリシーがはっきりしていることから逆に広く新しい会員加入

には消極的であるようにも思う。 

   活動アピールの面では、市民活動を知る場が少なく、ボランティアセンターにおい

ては、連絡協議会参加団体には情報が行き渡るが、参加されていない団体の得る情報

は少ない。 

   資金の面では、特に、環境、福祉などの活動内容においては、公的補助として資金

援助が必要ではないか。また、公共施設使用料の減免基準の問題だが、団体のリーダ

ーが市民で、会員の多くが他市町というケースでは減額基準が満たされないこともあ

るが、市域での活動面を勘案した柔軟な基準も必要ではないか。 

   さらに、コミセンの自主事業についても課題として補足していく必要があるのでは

ないか。 

 

（Ｄ班）会員の課題について、特にもう少し分析を細分化してはどうか。たとえば、活動

年数が長い団体では、会員が固定しているという面は、逆に安定した活動であるとも
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考えられる。リーダー後継者の問題は、その団体の歴史的な違いがあり、一律の考え

では難しい。 

支援の面で、ボランティアセンターがあるが、登録されていない団体などもあり、

人材を求めている人も多くある。 

活動場所では、中主ではコミセンがまだ無いことから、今後の活動の拠点として注

目される。 

広報ＰＲ面では、市の広報紙に期待する団体が多くある。また、現状では市のＨＰ

をより充実していくことでＰＲの場を提供していくべき。 

また、ヒアリングした自然食品を取り扱い、小規模授産施設として活動される団体

では、綿の栽培から糸づくりまで、活動されている。昔からこの地域では綿の文化が

あった。例えば、綿くり機を買えば京都で５万円もするが、市内の農家で眠っている

ものもあると思う。そうしたことも情報発信することで解決していく課題である。 

 

（事務局）以上、報告をいただきましたが、報告書案で、もう少し意見いただく時間も必

要かと思いますので、１０月中旬を目途に事務局までにお願いします。その他、ご意

見はありませんか。 

 

（委員）Ｃ班のご意見で、コミセンの自主事業の補足というご意見がありましたが、具体

的にはどういう意図でしょうか。 

（Ｃ班）団体の活動を中心にとらえていますが、コミセンの自主事業についてもひとつの

団体として捉えて補足してはどうか、という意見でした。 

 

（事務局）次回は、１１月５日（土）午前の定例会で会議を調整します。次回の会議では、

ヒアリング結果を踏まえた各委員のみなさん提案を中心とした議論をいただきたいと

思います。更には、懸案でありますほほえみ情報交流センターの活用なども１１月、

１２月の今後の議論となりますのでよろしくお願いします。 

また、この４月から９月までの市内の市民活動の新聞記事をまとめていますので、

ご覧ください。 

   なお、チラシ等も配布していますが、１０月３０日には、すずらん会の主催で、講

演会が計画されていますので、お時間ありましたらご参加ください。その他、県の財

団法人淡海文化振興財団の活動助成の案内や、守山市の市民活動屋台村のチラシなど、

他ご一読ください。 

（会長）次回の会議では、本日の課題の議論を深めていただき、提案の部分になってきま

すので、よろしくお願いします。本日は、ありがとうございました。遅くなりました

が、これで閉会します。 

◆閉会（午後 9時 10 分） 


